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「雪 月花」と揮毫 した額 を、飾 り戸棚 に掛け

てい る古書店があ ります。いつ もその佳句に

感 じ入 ります。 この三文字は、ほぼ私 と同 じ

年齢 のころに 白居易が詠 んだ七律 「寄殿協

律」に由来 し、四季折々の 自然美の総称 とし

て用いられるようにな りました。 しか し、原

詩が 「琴詩酒友皆拡我 雪月花時最憶君」で

あるように、友 を失 った人間の孤独、真の友

を求め る狂お しさとそれは共存す るもので し

た。狂お しいがゆえに雪月花 に戯れるとい う

ものです。 この戯れを風狂 と名付けましょう。

花の下での、そ してまた月の下での宴は、西

行な らず とも 「寂 しさに堪へ たる人」の狂い

なのです。潤一郎の随筆 ともいえる 「月 と狂

言師」は、月下狂宴の好例 とな ります。
もの まね

文芸の根本に風狂があ ります。「物學」の う
もの ぐるひ

ちで もこ とに 「物 狂」 を世 阿弥が力説 しま

す。これを会得すればあ らゆる面で力を発揮

す るこ とができるか ら、「心を入れて狂へ」と

『風姿花傳』で教 えま した一「思い故の物狂

いをば、いかに も、物思ふ氣色 を本意に當て

て、狂ふ所 を花に當てて、心 を入れて狂へば、

感 も、面 白き見所 も定めてあるべ し。」と。生

涯において世阿弥が出会 った生の悲 しさの詳

細 を私は知 りませんが、現実世界に 「実」の

ないことを知 り尽 くしていたであろうこ とは、

弟子灘竹が 『拾玉得花』に書 きとめた師の教

えである次の一節 の中に ある、「そ うであ る

にもかかわらず」の意味 をもつ文言 「けれ共」

に透けて見 えます一「物狂 なん どの事 は、恥

をさらし、人 目を知 らぬ事なれば、是 を當道

のふ し物 に入るべ き事 はなけれ共、 申樂事 と

は是 な り。」 本来 が 「恥 を さら」 す異常 な戯

れ であ る 「物狂 」 をあ えて演 じる こ とに よ っ

て、 「虚」で あ る現 実 を 「実 」であ る小 宇 宙 に

組み 換 え直 そ う、創 り直そ う とす るの です。

孤独 の 自己 を客 観視 しよ う とす る時 の芭蕉

をか りたて た 「漂泊 の思 ひ」 も また、 「狂」で

あ りま した。 紀行 文 の ほ とん どが、 そ の冒頭

に 「狂」 の 字 を据 えて い るこ とで、 そ の こ と

は 明 らか で す。 「狂夫 の む か し もな つ か し き

ままに 」(『鹿 島詣 』)、「か れ 狂 句 を好 こ と久

し」(『笈 の小文 』)、「と もに風 雲 の情 を くるは

す もの 又 ひ と り」(『更科 紀行 』)、「そ ぞろ神 の

もの につ きて心 を くるはせ 、 道 租神 の まね き

に あひ て、取 る物 手 につ かず 」(『奥 の細 道』)

と続 き ます。 詩 人 の心 を もの 狂 お し くす る

「そぞ ろ神 」とは、「栖 去之 辮 」の言葉 を借 り

れば 「風 雅 の魔 心」 で あ り、 白居 易 に 言わせ

れば 「詩 魔 」 に当 た ります。

「風 雅 の魔心 」 とい い、 「詩 魔」 とい い、 そ

れ を西洋 風 に言 えば 「想像 力」(imagination:

vision)で す 。 「想像 力 で頭が い っ ぱい にな っ

て い る」「詩 人 の眼 は、うるわ しい狂 気 の中 で

回転 す る」("Thepoet'seye,inafinefrenzy

rolling")と シ ェイ クス ピアが 言 い ま した。雪

月 花 の 三 文 字 を 見 る に つ け、 「心 を入 れ て

狂」った遠 き世 の うたび とた ち を偲 び ます 。
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